
 

                                                     

○日 時 令和6年1月9日（火） １３時３０分～ 

○会 場 島根県立大学 本部棟2階 特別応接室 

○会見者 山下一也 理事長・学長 

○会見項目 

 

 

 

 

 

 

理事長 年頭あいさつ 

 

【浜田キャンパス】 

・島根県立大学における令和6年度大学入学共通テストの実施及び取材について 

…………………〔資料1〕 

 

・～みんなでつくるデジタルアーカイブ～スマホ3Dスキャン体験イベント 

…………………〔資料2〕 

 

 

○資料提供 

項目 

【3キャンパス】 

・3キャンパスの進路決定状況 

…………………〔資料3〕 

・3キャンパス図書館合同企画「読書ノートマラソン」の実施報告について 

…………………〔資料４〕 

【浜田キャンパス】 

・令和５年度優秀卒業研究発表会の開催について 

…………………〔資料5〕 

【松江キャンパス】 

・島根県立大学×大東高校連携・協働事業「蛍プロジェクト」について 

…………………〔資料6〕 

・「2023年度官民トップ人材講演」の開催について 

…………………〔資料7〕 

・「子どもレストラン」の開催について 

…………………〔資料8〕 

                                 

〇行事予定  

〇その他  

 

※会見及び資料提供に関する問い合わせは、資料に記載されている担当者あてにお願いします。 

 なお、行事予定の問い合わせは、以下のとおり、お願いします。 

 

   浜田キャンパス 企画調整課 TEL  0855-24-2201 

   出雲キャンパス 管理課   TEL 0853-20-0200 

   松江キャンパス 管理課   TEL 0852-26-5525 

 

※次回の定例記者会見は 令和6年2月8日（木）13:30から開催予定です。 

定例記者会見資料 

 



 

 

 

 

島根県立大学における令和 6年度大学入学共通テストの 

実施及び取材について 

 

 

１．試験日程 

○1月 13日（土） 

・地理歴史、公民     ９：３０～１１：４０ 

・国語          １３：００～１４：２０ 

・外国語   １５：１０～１６：３０ 

・英語（ﾘｽﾆﾝｸﾞ）   １７：１０～１８：１０ 

○1月 14日（日） 

・理科①        ９：３０～１０：３０ 

・数学①       １１：２０～１２：３０ 

・数学②       １３：５０～１４：５０ 

・理科②      １５：４０～１７：５０ 

 

２．報道関係の窓口 

  報道関係者への対応は、本学の試験実施本部の報道担当者が行います。 

担 当 者：島根県立大学事務局 教育研究支援部長  栗山 政和 

電話番号：０８０－４５９１―０３３２ 

（上記二日間のみの臨時開設電話となります。） 

※ 上記の報道対応窓口へ連絡することを遵守してください。 

（毎年、アドミッション室へ入電があり、業務に支障が出ています。） 

 

３．取材の方法について 

入構の際には必ず、報道機関の腕章 を付けてください。 

  （１）前日〔1月 12日〕の準備状況の取材 

     ① 集合時間・場所  島根県立大学本部棟玄関ロビー 15時 

      ② 取材時間     15時 00分から 15時 20分まで（時間厳守） 

      ③ 取材用試験室   当日ご案内いたします。 

  （２）試験当日〔1月 13日〕の取材 

      ① 集合時間・場所  島根県立大学本部棟玄関ロビー 8時 50分 

      ② 取材時間     9時 05分から 9時 15分まで（時間厳守） 

      ③ 取材用試験室   第 8試験室（大講義室 2）･･･地理歴史、公民の試験 

  （３）取材上の注意事項 

     ① 受験者に動揺を与えないようにしてください。 

      ② 受験者が特定できるような撮影は避けてください。 

令和 6年 1月 9日 

報道担当者 栗山 

連絡先電話 0855-24-2282 

【記者会見資料】 
資料 1 



 

     ③ 取材用試験室以外への立ち入りはしないでください。 

     ④ 敷地内での取材はお控えください。 

  （４）不測の事態発生時の取材 

     報道担当者から連絡しますので、指示に従って取材してください。 

        (試験時間が繰り下げられる等) 

 

４．問題冊子の配付及び正解の発表 

  （１）問題冊子及び解答用紙（見本）を、次表のとおり配付します。 

     ① 場所 島根県立大学本部棟事務局窓口 

② 配付時間 

第 1日 

1月 13日（土） 

地理歴史、公民 

11:40以降 

国 語 

14:20以降 

外国語 

16:30以降 

英語(ﾘｽﾆﾝｸﾞ) 

18:10以降 

第 2日 

1月 14日（日） 

理科① 

10:30以降 

数学① 

12:30以降 

数学② 

14:50以降 

理科② 

17:50以降 

    （注）試験時間繰り下げの場合は、配付時間が変更になります。 

 （２）正解及び配点の発表について 

     当日の全ての試験が終了した後、大学入試センターのホームページを通じて発表 

されます。 

  （３）英語リスニングの問題音声及びスクリプトの発表について 

     リスニングテスト終了後、大学入試センターのホームページを通じて発表され 

ます。 

 

５．受験状況の発表 

      次の日時に、島根県庁記者クラブ及び浜田記者クラブ加盟の各社に対し、島根 

県立大学試験実施本部（報道担当者）よりＦＡＸを送付します。 

 

     ○1月 13日（土）13：20以降・・・地理歴史、公民の受験状況 

○1月 18日（土）18：20以降・・・1月 13日に実施した全教科の受験状況 

○1月 14日（日）18：05以降・・・1月 14日に実施した全教科の受験状況 

             （注）試験時間繰り下げの場合は、発表時間が変更になります。 

（参考） 

志願者数の推移 

区 分 令和4年度 令和5年度 令和6年度 

 全 国 530,367人 512,581人 491,913人 

   うち島根県 2,632人 2,489人 2,402人 

    うち県立大学会場 578人 574人 563人 
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みんなでつくるデジタルアーカイブ～スマホ3Dスキャン体験イベント 

 

文化庁が文化財のデジタルアーカイブ整備を促進している中、近年ではデジタル技術の

加速化により、スマートフォンを用いた3Dモデリングが比較的容易に作成可能となってき

ています。そこで、浜田キャンパス市民研究員と島根県立大学学生の共同研究として、

「スマートフォンを活用した住民参加型の文化財のデジタルアーカイブに関する検討」に

現在取り組んでいます。 

対象文化財は、江戸時代にサツマイモの種イモの移入を行い飢餓を救った井戸平左衛門

（いも代官）の頌徳碑。スマホで頌徳碑をスキャンして3Dデータを作成します。 

3Dスキャンがどういったものなのか、学生を対象にレクチャーを兼ねた体験会を1月13

日に開催します。 

 

記 

1. 行事名 

iPhoneで3Dモデルを作ろう！ 

 

2.開催日時 

2024年1月13日（土）10：00～12：00 

 

3.会場 

福恩寺（浜田市熱田町1707） 

 

4.対象 

島根県立大学浜田キャンパス学生・浜田商業高校生徒 

 

【お問い合わせ】 

・問い合わせ先：いも代官プロジェクト 担当：西山 祐（地域政策学科3年）・齋藤めぐ

み（市民研究員） 

☎ 0855-24-2201 

 

令和6年1月9日 

島根県立大学 

担当：西山 祐（地域政策学科3

年）・齋藤めぐみ（市民研究

員） 

電話：0855-24-2201 



みんなで作る
デジタルアーカイブ
（いも代官頌徳碑）

3Dモデル3Dモデル

午前10:00-12:00
2024年1月13日(土)

福恩寺
浜田市熱田町１７０７
（セブン熱田店から徒歩7分 熱田神社横）

iPhone XS以降のiPhone
をお持ちの方
（iPhoneXS.SE.11.12.13.14.15）

iPhone
※Scaniverseアプリは事前にインストールして
おいてください

アプリをインストール
Scaniverse - 3D Scanner

を作ろう！

こちらのQRコードまたは、電話・メール
からお申込みください　
※申込〆切：1月10日（水）

主催：　 日本ミクニヤ株式会社 あさひひまわり工房
℡:090-9763-5630　　　

iPhone で

開催
場所

対象

持ち物

参加費 無料

詳細はこちらへ

お問い合わせ

ください

担当：齋藤

参加
方法

現地でスキャン

石碑をスキャンします

11

22

モデルを送信

作成したモデルがマップにリンク！

33

Mail:m-saito@mikuniya.co.jp

見学のみでもOK！

レクチャー動画

申込みフォーム

共催：島根県立大学地域政策学部 伊藤豊研究室

雨天の場合は2月10日(土)に延期します

 定員15名

資料２



みんなのモデルがみんなのモデルが
いも代官マップに！いも代官マップに！

時代は2次元から3次元に！

いも代官（井戸平左衛門）

現代ではスマートフォンを使用して手軽に3Dモデルを
作成できる時代になり、この技術はさまざまな分野
で幅広く活用されています。

こ の イ ベ ン ト に 参 加 す る こ と で 、 地 元 の 歴 史 や 文 化
を 学 び な が ら 、 デ ジ タ ル 技 術 の ス キ ル も 磨 く こ と が で
きます。学生の皆さん、ぜひこの機会にご参加くだ
さい！
さ ら に 、 今 回 の 経 験 か ら 得 た 技 術 が 将 来 的 に ど の
よ う な 分 野 で 応 用 で き る か に つ い て も 考 え て み ま し ょ
う 。 こ の イ ベ ン ト を 通 し て 身 に つ け る ス キ ル や 知 識
が 、 将 来 の キ ャ リ ア や 学 術 的 な 活 動 に お い て ど れ ほ
ど価値あるものになるか、その可能性を探ってみるこ
とができます。

3D ス キ ャ ン の 方 法 や コ ツ に つ い て も 現 地 で レ ク チ ャ ー
し ま す の で 、 お 気 に 入 り の 対 象 を 3D モ デ ル に し て 、
新しい視点で残してみてください。ぜひ、クリエイテ
ィブなアート体験を共有しましょう！

石見銀山領（島根県大田市）の大森代官、井戸平左衛門は、
サツマイモ栽培を奨励し、領民を飢餓から救ったことで「いも代官」
として尊敬されました。彼に感謝して建立された石碑は中国地方各
地に広がり、島根県内だけで516基が確認され、そのうち浜田市内
では173基も存在しています。

　　齋藤めぐみ(日本ミクニヤ㈱)

技術を学んでつくってみよう！

技術を学んでつくってみよう！

レクチャーする人

こんなのも作れちゃう！



スマートフォンを活用した
住民参加型の
文化財のデジタルアーカイブ化
に関する検討
「いも代官頌徳碑」

2023年 12月 16日

市民研究員第2回研究会

地域政策学部地域政策学科3年西山祐

地域政策学部地域政策学科3年梶原宗一郎

地域政策学部地域づくりコース伊藤豊

日本ミクニヤ株式会社 あさひひまわり工房齋藤めぐみ

プロジェクトメンバー

資料2
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出典︓内閣府 我が国におけるデジタルアーカイブ推進の方向性より

国が「デジタルアーカイブ化」を推進

多様な活用化

3Dデジタル技術の進歩によりスマホで
3Dモデル作成が可能

Googleマイマップ

スマホで3Dモデリング

1.研究の目的

「住民参加型」でつくる
デジタルアーカイブ

文化財
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文化財保護の課題
• 文化財はその土地の歴史や文化などを伝える重要なもの。
• 定期的な修繕・手入れを行う必要がある。
しかし・・・
• 少子高齢化の影響もあり保護・継承がむずかしくなっている。
• 文化財のデジタルアーカイブ化は行政や専門家が行うとコストがかかる。
• 専門家・技術者の減少

電子アーカイブ化と住民参加型で問題を解決する

• 電子データとして半永久的に現状の保存が可能
• 災害や悪戯などで破損があった場合の修復の参考資料として活用可能
• 3Dモデルのウェブでの公開を通じて多くの人に見てもらうことも可能
• 継続的に作成することで、修復活動の経過とその効果を検証可能

電子アーカイブのメリット

すでに豪雨や土砂崩れ、劣化な
どの被害で倒壊したものも多い
→貴重な文献を失った可能性
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2.対象文化財の紹介
井戸平左衛門
井戸正明公
江戸時代の大森代官
享保の大飢饉の際、幕府の許可を待たず年貢の減免、年貢米の放出、
私財の投入などを行った。
また、サツマイモの種イモの移入を行い飢饉を救った
今でも「芋代官」「芋殿様」とたたえられている。

「井戸平左衛門と石見銀山」笠岡市ホームページより引用

頌徳碑（偉人や先覚者などの徳をほめたたえる文章を刻んだ碑のこと）

大田市 ９７基 江津市 ８１基 浜田市 １７３基
益田市 ２０基 美郷町 ２５基 川本町 ３１基
邑南町 ２７基 津和野町 １基 出雲市 ７基
松江市 ３８基 隠岐 １６基 県 外 １７基

一人の代官のためにここまで多くの頌徳碑が建てられ
るのは珍しい
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「いも代官頌徳碑533基全覧」に掲載されている位置情報からデータ化し、マップに位置を表示
（Googleマイマップ）

1.いも代官マップの作成

3.研究の具体的な流れと進捗

2.頌徳碑のスキャン⇒マップ埋込（10〜20基）

3.参加住民への説明資料作成と検討

体験イベントの計画・周知・実施

4.振り返り

スマホ3Dスキャン⇒マップ表示までの一連の流れについて、どういった内容なら興味を持ってもらえるの
かを検討する。

5.今後の課題と展望

3Dスキャンの手順を実際に現地でレクチャーしながら、3Dスキャンを体験してもらうイベントを
計画・実施する。

まずはプロジェクトメンバーのみで実施。
使用アプリ︓Scaniverse 3D閲覧︓sketchfab
マップやデータの共有ドライブとして、Googleドライブを使用

⇒47基スキャン・マップ埋込み済

⇒作成済

スキャンレクチャー動画・アンケート・体験イベントチラシの作成・配布済

23.12.08現在

⇒対象︓島根県立大学・浜田商業高校の学生 R6.1.13実施予定



5

スマホ3Dスキャン⇒3Dモデル化⇒いも代官マップ
3.研究の課題

①地域の皆さんに参加してもらう（したくなる）環境づくり
ストーリー性、地域への貢献、デジタル技術の習得、新しい趣味の発見

②分かりやすい資料作り
レクチャー動画の作成、文化財保護の重要性

③住民参加型で取り組む意味
地元コミュニティの結束（地元の大切な文化財を地元住民で守る︕）

④永続的にデジタルアーカイブを維持できる仕組みづくり
電子データの管理・更新 誰が︖どのように︖…
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いも代官マップ
3Dスキャン・モデル化済み
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4.期待される研究成果

• 市民（学生）の文化財やデジタルアーカイブに対してどれだけ興味を持っているのか、また、
参加したことでどのような心理的変化が生じるのかを把握することができる。その結果を基に、
今後の展開を検討するための情報として有効利用できる。

• 学生がIT技術に興味をもつきっかけになる（手軽に電子アーカイブ化ができることに気づく
ことで技術者不足の解消につながる可能性）

• この活動で頌徳碑に興味を持ってくれた人が定期的に手入れを行ってくれる可能性

• デジタルアーカイブの多様な活用化が見込める

• 住民参加型にすることで専門家に委託するコストを抑えながらデジタルアーカイブを作成で
きる、というひとつの実績を残せる→他自治体への横展開が期待できる



（令和５年度卒業生）　令和５年１２月３１日時点

うち県内
就職者数

県内就
職率

出身者数 うち県内
就職者数

島根県立大学

総合政策学部 233 225 189 43 84.0% 22.8% 57 33 57.9% 3 5
看護栄養学部
看護学科 86 79 78 39 98.7% 50.0% 44 35 79.5% 7 0
看護栄養学部
健康栄養学科 40 40 37 13 92.5% 35.1% 21 12 57.1% 0 0
別科
助産学専攻 12 12 12 5 100.0% 41.7% 5 5 100.0% 0 0

保育教育学科 44 43 41 30 95.3% 73.2% 28 27 96.4% 1 0

地域文化学科 72 70 64 29 91.4% 45.3% 31 22 71.0% 0 2

島根県立大学短期大学部

保育学科 42 42 33 23 78.6% 69.7% 29 22 75.9% 0 0

文化情報学科 39 27 20 13 74.1% 65.0% 14 11 78.6% 9 1

合計 568 538 474 195 88.1% 41.1% 229 167 72.9% 20 8

＜参考＞昨年度同時期（令和4年12月31日時点）数値

合計 555 522 481 195 92.1% 40.5% 208 165 79.3% 22 8

（令和４年度卒業生）　最終結果

うち県内
就職者数

県内就
職率

出身者数 うち県内
就職者数

島根県立大学

総合政策学部 215 201 197 45 98.0% 22.8% 40 27 67.5% 8 6
看護栄養学部
看護学科 84 76 76 36 100.0% 47.4% 44 34 77.3% 8 0
看護栄養学部
健康栄養学科 41 39 39 19 100.0% 48.7% 21 17 81.0% 0 2
別科
助産学専攻 11 11 11 7 100.0% 63.6% 7 6 85.7% 0 0

保育教育学科 41 41 41 17 100.0% 41.5% 21 17 81.0% 0 0

地域文化学科 76 75 75 42 100.0% 56.0% 35 32 91.4% 0 1

島根県立大学短期大学部

保育学科 40 38 38 32 100.0% 84.2% 33 32 97.0% 2 0

総合文化学科 39 30 29 23 96.7% 79.3% 24 22 91.7% 7 2

合計 547 511 506 221 99.0% 43.7% 225 187 83.1% 25 11

うち県内
就職者数

県内就
職率

出身者数 うち県内
就職者数

島根県立大学

総合政策学部 221 199 194 48 97.5% 24.7% 48 31 64.6% 8 14
看護栄養学部
看護学科 74 68 67 42 98.5% 62.7% 42 38 90.5% 5 1
看護栄養学部
健康栄養学科 43 42 42 19 100.0% 45.2% 22 14 63.6% 0 1
別科
助産学専攻 11 11 11 7 100.0% 63.6% 5 5 100.0% 0 0

保育教育学科 43 42 42 22 100.0% 52.4% 24 19 79.2% 1 0

地域文化学科 70 67 67 47 100.0% 70.1% 45 41 91.1% 1 2

島根県立大学短期大学部

保育学科 41 41 40 30 97.6% 75.0% 28 28 100.0% 0 0

総合文化学科 45 37 36 32 97.3% 88.9% 32 29 90.6% 3 5

合計 548 507 499 247 98.4% 49.5% 246 205 83.3% 18 23

島根県立大学進路決定状況集計表

学部・学科
卒業
者数

就職
希望者
数

内定保有者数 内定率 内定保有者のうち県内 県内出
身者の
県内就
職率

進学
者数

その他（自
営・家事手
伝い・進学
準備等）

＜参考＞

学部・学科
卒業
者数

就職
希望者
数

就職決定者数 就職率 就職決定者のうち県内 県内出
身者の
県内就
職率

進学
者数

その他（自
営・家事手
伝い・進学
準備等）

その他（自
営・家事手
伝い・進学
準備等）

（令和３年度卒業生）　最終結果

学部・学科
卒業
者数

就職
希望者
数

就職決定者数 就職率 就職決定者のうち県内 県内出
身者の
県内就
職率

進学
者数
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3キャンパス図書館合同企画「読書ノートマラソン」の実施報告について 

 

 

１. 概要 

本学学生を対象に、3キャンパス図書館合同企画「読書ノートマラソン」を実施しました。

期間内に読んだ本を専用の読書ノートに記録していき、たくさん読んだ方を表彰するとい

うイベントです。昨年から 3キャンパス合同で開催しています。 

上位 1～5位まで、また、各キャンパスから 1名を司書賞として表彰することとして告知

し、イベントを開始しました。さらに今年は、開催期間中に「スタンプラリー」も実施し、

学生に企画を楽しんでもらえるよう工夫をしました。 

 

 

２．期間 

2023年 5月 8日（月）～11月 30日（木）（参加申込および読書ノートの提出期間） 

 

 

３. 結果 

3キャンパスあわせて 232名の参加があり、66名から読書ノートが提出されました。 

 集計の結果、1位は 212冊を読んだ学生（松江キャンパス）となりました。表彰式は、12

月 13 日（水）に、3 キャンパスをオンラインで繋いで実施し、受賞者には、賞品として図

書カード（1位には 3万円）を贈呈しました。 

昨年に比べて、参加者およびノート提出者が増え、より多くの学生に読書に親しんでもら

う機会となりました。また、読書ノートに記録された感想はどれも素晴らしく、読みごたえ

がありました。現在、3キャンパスの図書館では、記録された感想を図書と共に館内で展示

をしています。他キャンパス学生の感想も展示しており、他キャンパスの学生が、どのよう

な本を読んで、どう感じたかについて知ることができるのも楽しみの一つです。 

 この企画は来年も実施し、3キャンパス図書館合同の一大イベントとして継続して取り組

んでいきます。そして、今後もより多くの学生に参加してもらえるようさらに工夫をしてい

きたいと思っています。受賞者のノートは各図書館で 2月まで展示中です。 

 

2024年 1月 9日 

島根県立大学 浜田キャンパス 

担当：図書情報課 竹口 

電話：0855-24-2204 
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令和５年度優秀卒業研究発表会の開催について 

 

 

 本学では、学生たちが総合政策学として多岐にわたる科目を学ぶ中で、自己の新たな

価値観の醸成と自立心を培うため、卒業研究に取り組んでいます。 

 こうした学生たちの学修成果を学内外に発表するため、「優秀卒業研究発表会」を開催い

たします。今年度提出された約 210本の卒業研究のうち、優秀な 10本を選出し、表彰及び

発表を行う予定としています。 

 

 

記 

 

■日 時 令和６年１月 24 日（水） 12 時 30 分～14 時 40 分まで 

■会 場 島根県立大学浜田キャンパス 交流センター「コンベンションホール」 

 

※入場は無料・事前申込不要です。どなたでもご参加いただけます。 

 

 

 

以上 

令和５年１月９日 

島根県立大学・浜田キャンパス 

担当：企画調整課（山下） 

電話：0855-24-2201 
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島根県立大学×大東高校連携・協働事業 

「蛍（ファイヤーフライ）プロジェクト」について 

 

令和４年５月に雲南市と県立大学は包括的連携協定を締結しました。また、令和５年12

月６日に大東高校とも協定締結を行いました。大東高校と県立大学の高大接続の推進を図

ることを目的として、令和５年７月より「蛍（ファイヤーフライ）プロジェクト」を開始

しました。 

「蛍プロジェクト」は雲南市内で支援が必要な子どもたちを対象に運動遊びやものづく

りなど様々な活動を行っている３C「夢」club実行委員会と大東高校生徒、本学保育教育

学科の学生が連携し、年間を通して３C「夢」clubの活動に参加するとともにイベントの

企画を行っています。 

教育、福祉に関心のある高校生が自己理解と支援について探求しながら様々な挑戦をし

ていく過程を本学学生も刺激を受けながら協力してイベントを行っています。 

本プロジェクトについて、直近のイベントを以下のとおりお知らせします。 

 

記 

1. 行事名 

レッツゴー宇宙探検隊 

 

2.開催日時 

令和6年1月28日（日）10：00～12：00 

 

3.会場 

島根県立大東高等学校 

連絡先：教頭 松村 茂樹 

電話番号：0854-43-2511 

 

4.備考 

学生に対する取材等をする場合は、人間文化学部保育教育学科 西村までご依頼下さい。 

令和6年1月9日 

島根県立大学松江キャンパス 

担当：人間文化学部保育教育学

科 西村 健一 

電話：0852-26-5525 



in Daito high school
宇宙探検
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ファイヤーフライ プロジェクト（蛍プロジェクト） 

 

 

 

＝自己理解と支援のための探究プログラム＝ 

大東高校生×島根県立大学連携・協働事業 

 

１ テーマ「学びと伴走で夢を育む」 

 

２ 趣旨 

 〇 雲南市と県立大学の包括連携協定に基づき、大東高等学校と県立大学の高大接続の推進を図る。 

 〇 大東高等学校が目指す生徒・教職員にとっての「Well-Being」な学校作りの一環として、教育・

福祉に関心のある生徒が、県立大学の学生と共に学び、探究しながら自己実現のために様々な挑戦

をする。 

 〇 ３Ｃ夢クラブの活動と連携・協働しながら支援が必要な子供たちの伴走を行う。 

 〇 活動の集大成として、３C 夢クラブの子供たちを対象にイベントを開催する。 

 

３ 蛍プロジェクトの参加者 

 島根県立大学 谷野天師さん 桑谷隼人生さん 加武美咲さん 中垣心さん 

 島根リハビリテーション学院 森田光さん 

 大東高等学校 門脇ニコさん 郷原佳奈さん 遠田美苑さん 藤原百菜さん 木次禄人さん 

 ※アドバイザー 

  島根県立大学 西村健一教授 

  ３Ｃ夢クラブ 岡本美緒委員長 岡田尚子副委員長 

  大東高校八雲会（卒業生会） 土江博昭会長 

  大東高等学校 松村茂樹教頭 

 

４ 事業計画 

 〇 生徒・学生が３Ｃ夢クラブの各教室の活動に支援スタッフとして参加し、支援が必要な子どもた

ちの伴走を通して、実態を学ぶ 

 〇 年間の活動を通して、支援が必要な子どもたちを対象とするイベントを企画・実行する。 

 

５ スケジュール（１２月までは実績） 

 〇 ７月１６日（日）  

① 福祉教育について学ぶ（オンライン） 

 講師：学習サポート教室すてっぷ SSTリーダー 岡村矢恵子先生 

    長崎純心大学人文学部教授・地域連携センター長 水畑順作先生 

蛍プロジェクト 

大東町内を流れる赤川およびその支流のさまざまな場所で蛍の乱舞がみられ、その蛍は

「赤川ホタル」と呼ばれている。 

「赤川ホタル」のように、１つ１つの小さな光が集まることで輝きを放つプロジェクト

になることを願って命名。 
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② キックオフ・・・今後のスケジュール協議 

 〇 ８月２１日（月） 

島根県立大学カメリアホールにて「リラックスナイトパーティ」を開催 

３Ｃ夢クラブの子どもたちが参加 

※大東高校生は始業式と重なり不参加 

 〇 ９月１０日（日） 

① ３Ｃ夢クラブの活動に支援スタッフとして参加 

② イベント開催に向けて協議 

 〇 １０月２９日（日） 

① ３Ｃ夢クラブの活動に支援スタッフとして参加 

② イベント内容の概要協議 

 〇 １２月１０日（日） 

① リコージャパン株式会社 佐藤千恵様 と協議 

※リコージャパンからイベントでの機材等の提供決定 

② イベント準備 

 〇 １２月１７日（日） 

① ３Ｃ夢クラブの活動に支援スタッフとして参加 

② イベントの詳細決定 チラシ作成 

 〇 １２月２８日（木） 

イベント準備 

 〇 １月 ５日（金） 

   イベント準備 

 〇 １月１４日（日） 

① ３Ｃ夢クラブの活動に支援スタッフとして参加 

② イベント準備 

 〇 １月２７日（土） 

   イベント会場設営 リハーサル 

 〇 １月２８日（日） 

   イベント開催 片付け 

 〇 ２月 

   振り返りディスカッション 

 

〈参考〉 

 〇 ７月 １日（土）大東高等学校八雲会において、高大連携事業への支援決定 

 〇１２月 ６日（水）大東高等学校と島根県立大学の連携協定締結 

 〇１２月１９日（火）大東高等学校学校運営協議会において、イベントの支援決定 

 

６ 活動場所 

 〇 ３Ｃ夢クラブの活動 加茂交流センター 

 〇 研修・イベント準備 大東高等学校 



 
 

 

８⽉ 21 ⽇（⽉） 
10:00〜  

場所︓島根県⽴⼤学 
カメリアホール 

 

★参加費無料★ 

リラックスナイト 
パーティー 

リラックス 宇宙空間 ブラックライト
紙芝居 

⾳楽   星空 

宇宙空間へご案内︕ 
県⼤⽣と⼤東⾼校⽣が 

参加申し込み先 

３C「夢」club 実⾏委員会 事務局  
TEL.  0854-43-5511 
メール 3cyumekurabu@gmail.com 

今回の取り組みは、光を通してリラックスしたり、光に興味をもったりする空間を演出します。 
通常、光を意識することはありませんが、今回は「⽔を通した光」、「壁⾯や天井の光」、「宇宙
空間を模した光」など、⼦どもたちが興味を持てる光の世界を雄⼤な⾳楽と共に作り上げます。ま
た、学⽣によるブラックパネルシアターを実施することで、通常の絵本などとは違ったお話の世界
を作ります。⾮⽇常の光の空間を、ぜひ楽しんでください。 

イベントのお問い合わせ先 

島根県⽴⼤学 特別⽀援教育学研究室 
メール k-nishimura@u-shimane.ac.jp 

★送迎つき★ 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 

光の空間 
まるで宇宙空間のような、 

光で溢れる部屋にご招待します。 
中には何があるのかな︖ 

たくさんのボールに囲まれて、 
リラックスしませんか︖ 

開催場所はここです 

【当日の送迎とスケジュールについて】集合場所までは保護者の⽅でお願いします。 

●大東方面の参加者・・・・集合場所／J R 出雲大東駅 ７：４５集合（バスで移動） 

●木次・掛合方面の参加者 集合場所／雲南市役所   ８：００集合（バスで移動） 

（掛合からの参加者は、道の駅掛合の里（７：３５発）からタクシーで雲南市役所までお送りします） 

●加茂方面の参加者・・・・集合場所／J R 加茂中駅  ８：１５集合 

◆参加者全員で加茂中駅から J R 木次線を利用し、（８：２５発）宍道駅まで乗車（８：３９着） 

→バスで県立大学へ→イベントに参加（１１：３０まで）→朝乗車したところまでバスで移動 

◆帰着予定時間：J R 出雲大東駅 １２：００着 ・雲南市役所 １２：１５着 ・J R 加茂中駅 １２：３０着 

        道の駅 掛合の里１２：４０着（雲南市役所よりタクシーに乗り換えます）  

【持ち物】飲み物（水筒）・帽子・ハンカチ【参加費無料】※３C「夢」club のスタッフが引率します。 

 

 

 

 

 

申し込み締切 
R５年７⽉ 28 ⽇（⾦）必着 

★メール・FAX・電話で申し込みください。 
TEL.0854-43-5511 FAX.0854-43-5512 
メール︓3cyumekurabu@gmail.com 
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３Ｃ「夢」ｃｌｕｂ 

 

１ 理念 

Ｃｈａｎｃｅ「機会を活かす」、 Ｃｈａｌｌｅｎｇｅ「果敢に挑戦する」、 Ｃｈａ

ｎｇｅ「変化・進化する」をコミュニケーションワードとし、ちょっと後押しすれば、誰

とでも楽しく活動できるような力や誰にでも頼ることができる勇気を持つことができる自

分づくりを目指す。 

 

２ 目的 

 少人数で楽しく学ぶことや、他の学校の友達と交流しながら活動する。 

 保護者の負担軽減のため、教室への参加の送迎を行う。 

 学校教育以外の社会教育の場で子どもたちが様々な体験活動を行い、体験力を育むとと

もに「人・もの・こと」との出会いの中から、将来社会的に自立して行けるように生き抜

く力の基礎づくりを地域全体で育む。 

 

３ 趣旨 

 〇支援が必要な子どもたちに、社会教育の場における学習、体験活動の機会を提供する。 

 〇支援が必要な子どもたちが、本プログラムを通して、生涯にわたって様々な学習や体

験活動に挑戦していくような、意欲や基本的な知識・技能の習得を目指す。 

 〇本プログラムの取組結果を、支援が必要な子どもたちのキャリア形成・社会的自立に

向けた「社会教育プログラム」の開発につなげる。 

 

４ 主催 

雲南市文化体育施設利用放課後子ども教室実行委員会 

 

５ 主管 

３Ｃ「夢」ｃｌｕｂ実行委員会 

 

６ 運営体制 

 〇学校・地域・家庭・雲南市教育委員会との連携・協働により事業の推進を図る。 

 〇各教室の指導者は、外部講師（専門家）とする。 

 〇児童・生徒の参加の交通手段は、原則主催者の送迎とする。 

 

７ 参加対象及び経費 

 〇雲南市内の特別支援学級・出雲養護学校雲南分教室・おんせんキャンパス・第３の居

場所「ｂ＆ｇうんなん」に通う児童・生徒 

 〇参加料は原則無料 
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８ 開催期間及び場所 

〇期間：通年 

    ※土曜日１０回、日曜日１０回（年間２０回）を予定 

※令和元年度よりスタート 

〇場所：加茂Ｂ＆Ｇ海洋センター「ラソンテ」 

    加茂交流センター 

 

９ プログラム 

 〇水泳と水遊び 

 〇楽しい絵画と美しい書道 

 〇お花を楽しくいけましょう 

 〇まんが・イラスト・似顔絵に挑戦 

 〇つくって遊ぼう 

 〇役に立つ楽しい料理教室 

 〇雲南市を歩いて新しい何かを発見しよう 

 〇手芸・ものづくりの世界 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※文部科学大臣表彰（令和５年１２月１２日） 

 



 

 

 

2023年度官民トップ人材講演 

 

1. 目  的 

官民トップ人材講演は、民間企業または官公庁で活躍する人材から、働くことやリー

ダーとしての考え方、仕事の極意や地方の現在と未来などに関する講演を聞くこと

で、地域においてリーダーシップを発揮し、地方創生や地域活性化を担う人材として

のモチベーションの向上と、県内就職の促進を目的とする。 

 

2. 日 時 

令和 6年 1月 24日（水） 13：10～14：40 

 

3. 場 所 

島根県立大学 松江キャンパス 大講義室 

 

4. 講 演 者 

株式会社バンダイナムコ島根スサノオマジック 代表取締役 COO 中村
なかむら

 律
しん

 氏 

 

5. タイトル 

折れない心 －プロスポーツで地域に風を起こす！－ 

 

6. 開催方法 

対面 対談形式 

オンライン Zoom 

※オンデマンド配信予定（参加できなかった学生向け） 

 

7. 対  象 

島根県立大学の学生、教職員の希望者 

2023年 12月 25日 

島根県立大学 松江キャンパス 

担当：学務課 髙橋 恵 

電話：0852-20-0251 
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主催：公立大学法人島根県立大学

島根県立大学・短期大学部で学ぶ学生等を対象に、社会の最前
線で活躍するトップ人材から「仕事の極意」「未来の働き方」
「地方の今」を直接学び、自身のキャリアデザインにつなげる
講演会です。全てのキャンパスの学生・教職員も参加可能です。

官民トップ人材講演とは

担当者
&

問合せ先

松江キャンパス学務課キャリア・学生支援係（野田・髙橋）
Mail：m-career@u-shimane.ac.jp
電話：0852-20-0251

かつては弱小チームと呼ばれ経営の危
機に瀕したこともある島根スサノオマ
ジック。しかし今は、３年後の新B1
リーグ参入の条件を着々とクリアし、
日本一にも手が届く強豪へと変貌を遂
げつつあります。プロスポーツがもた
らす地域の新たな文化の可能性とそれ
を支える「仕事」に迫ります。

講師：中村律 氏
株式会社バンダイナムコ島根スサノオマジック
代表取締役COO

水

1
24

官民トップ人材講演

13:10-14:40

松江C大講義室
&オンライン

講師プロフィール
Shin Nakamura

1968年生まれ、島根県出身。松江北高〜島根大学卒
業後、一般企業の人事担当、会社役員などを経て
2010年に山陰スポーツネットワークに入社し、
2018年に同社代表取締役に昇任。2019年にバンダ
イナムコを親会社として社名をバンダイナムコ島根
スサノオマジックに変更し、同年9月から現職。ス
ポーツ歴はサッカーのみ。1男２女の父親でもある。

中村律

プロスポーツで地域に風を起こす！

折れない心
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「子どもレストラン」の開催について 

 

乃木子ども食堂は、松江市社会福祉協議会のサポートを得て地域の方が立ち上げまし

た。本学の松江キャンパス保育教育学科、出雲キャンパス健康栄養学科の学生も立ち上げ

から関わっています。現在、立ち上げ時から参加している学生を中心に月1回、食事前の

レクリエーションの企画を立て、子どもたちと楽しむ活動を続けています。 

今回は通常の子ども食堂とは異なり、子どもたちが学生のサポートを受けつつ、普段昼

食を用意してくださる地域の方や家族に向けて食事を用意しふるまう企画のお知らせで

す。 

 

記 

1. 行事名 

子どもレストラン 

 

2.開催日時 

2024年1月20日（土）9：00～13：00 

 

3.会場 

乃木公民館（松江市浜乃木 5丁目 1-5） 

 

4.企画 

出雲キャンパス のぎっこダイニングサークル 

松江キャンパス みんなのいえサークル 

 

【お問い合わせ】 

・問い合わせ先：乃木子ども食堂 

☎ 0852-27-4441 

 

令和6年1月9日 

島根県立大学 

担当：短期大学部保育学科 

宮下裕一 

電話：0852-61-8727 
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